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積極果敢に新たな価値創造に挑戦し、
社会とともに持続的成長を果たしてまいります。

株主の皆様へ

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、ここに、当社グループの第64期第２四半期連結累計期間（2023
年４月１日から2023年９月30日まで）の事業の概況をご報告いたし 
ます。
　当中間期における業績は、売上高534億56百万円（前年同期比1.7％
増）、営業利益58億83百万円（前年同期比11.4％減）、経常利益64億 
３百万円（前年同期比13.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益
46億17百万円（前年同期比8.3％減）となりました。

　当社は2023年６月23日の定時株主総会および取締役会を経て、新経営
体制が発足しました。この新経営体制のもと、経営基盤の一層の強化を
図り、さらなる企業価値向上を目指してまいります。

　当期の中間配当金につきましては、業績と今後の事業展
開等を総合的に勘案し、１株当たり22円とさせていただ
くことといたしました。これにより、期末配当金22円を
加えた年間配当予想は44円となり、前期と比較して６円
の増配となります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援と
ご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

株主配当について
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代表取締役会長
小野　義昭

代表取締役社長
出戸　利明



■ 連結業績ハイライト
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営業利益

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

2022年
3月期

2023年
3月期

5,883

13,000

2024年
3月期
（予想）

（単位：百万円）第2四半期 通期

6,403百万円

経常利益
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4,617百万円

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益
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事業の概況

売上高

12,153百万円
（前年同期比2.2％増）

　当事業では、自動車産業の需要回復により、自動車関連入力デ
バイスなど車載製品の出荷は堅調でしたが、電子機器関連製品の
出荷が低調に推移し、全体として売上げは前年並みとなりました。
　この結果、当事業の売上高は121億53百万円（前年同期比
2.2％増）、営業利益は８億21百万円（前年同期比0.5％増）
となりました。

電子デバイス事業
売上高構成比

22.7％

売上高

12,854百万円
（前年同期比1.0％減）

　当事業では、人流の回復によりラッピングフィルムの出荷
が戻りつつありますが、塩ビ関連製品の市場環境が非常に厳
しく、全体として売上げは横ばいとなりました。
　この結果、当事業の売上高は128億54百万円（前年同期比
1.0％減）、営業利益は６億84百万円（前年同期比54.7％増）
となりました。

住環境・生活資材事業
売上高構成比

24.0％

　当事業では、半導体関連容器やOA機器用部品、シリコー
ンゴム成形品の出荷が底堅く、全体として売上げは前年並み
となりました。
　この結果、当事業の売上高は248億85百万円（前年同期比
2.1％増）、営業利益は41億29百万円（前年同期比21.4％減）
となりました。

精密成形品事業
売上高構成比

46.6％
売上高

24,885百万円
（前年同期比2.1％増）

売上高

3,564百万円
（前年同期比7.8％増）

　工事関連では、商業施設や公共施設の内装工事の受注が好
調で、全体として売上げは堅調に推移しました。
　この結果、その他の売上高は35億64百万円（前年同期比
7.8％増）、営業利益は２億46百万円（前年同期比88.8％増）
となりました。

その他
売上高構成比

6.7％



2027年度（2028年３月期）に売上高1,500億円、経常利益200億円の達成を目標として掲げ、今年度
より５か年の計画となる中期経営計画をスタートさせました。

この計画は、「基盤領域」での販売力強化と生産性向上、「成長領域」での新規需要の取り込みと積極的
な設備投資、そして海外売上比率
のさらなる拡大を事業戦略として
おります。

ウエハーケースや入力デバイスな
どのトップシェア製品を原動力
に、半導体関連製品やEV関連製
品など、成長領域での事業拡大を
図ります。

信越グループの総合力、樹脂加工
メーカーとして培ってきた技術力
を、お客様からの信頼に結び付
け、社会と産業の発展に貢献して
まいります。

山口県で開催されたインフラメンテナンスのイベント『みずべの橋みがき』に参加しました。

本イベントは橋を少しでも長持ちさせる目的で、橋梁の点検や清掃等を実施するボランティア活動です。

当社は昨年に続き二度目の参加となり、橋の清掃を行うとともに、サビの発生箇所に当社製品『ポリマ
エースⓇ』を用いて防食処理の施工を行いました。

今後とも地域社会への貢献に努め、インフラの維
持に役立つ製品、技術を提供することで、サステ
ナブルな社会の実現を目指してまいります。

Pick Up
中期経営計画　“Shin－Etsu Polymer Global ＆ Growth 2027”始動

ボランティア活動、『みずべの橋みがき』に参加

【ポリマエースⓇ】
亀裂や劣化箇所に貼るだけ
で、鋼材等のさびや腐食を
補修・予防するシート形状
の製品。

温度変化や紫外線などに強
く、劣化しにくいことから、
屋外やサビが発生しやすい
箇所への使用に最適です。

【今回実施した松室大橋の橋守活動】
100年以上地域の生活を支えている松室大橋。建設後、移設
することなく供用する鋼単純トラス形式の車道橋としては、
日本最古の長寿橋梁。

電子デバイス
事業

精密成形品
事業

住環境・
生活資材

事業

事業成長・利益拡大に向けた注力領域製品

【基盤領域】　入力デバイス
【成長領域】　EV関連製品

【基盤領域】　OAローラ
【成長領域】　半導体関連製品、

医療関連製品

【基盤領域】　包装資材、
コンパウンド

【成長領域】　機能性材料
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商 　 　 　 号 信越ポリマー株式会社
（Shin-Etsu Polymer Co.,Ltd.）

本 社 所 在 地 東京都千代田区大手町一丁目１番３号
設 立 年 月 日 1960年９月15日
資 　 本 　 金 11,635,953,759円
従 業 員 数 1,006名（連結4,514名）
事 業 所

支店・営業所 大阪支店、名古屋支店、福岡支店、
仙台営業所、広島営業所、札幌営業所

工 場 東京工場、児玉工場（以上、埼玉県）、
南陽工場（山口県）、塩尻工場、
長野分工場（以上、長野県）、
糸魚川工場（新潟県）

株 式 の 状 況
発行可能株式総数 	 320,000,000株
発行済株式総数 	 82,623,376株
株 主 数 	 13,855名

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
剰余金の配当基準日 ３月31日（中間配当を行う場合は９月30日）
定 時 株 主 総 会 毎年６月
単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人 
特別口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
みずほ信託銀行株式会社

公 告 方 法 電子公告（https://www.shinpoly.co.jp/）
なお、やむを得ない事由によって、電子公告
によることができない場合には、日本経済新
聞に掲載して行います。

株式に関するお手続

証券会社等に口座を
お持ちの場合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 便 物
送 付 先

お取引の証券会社等にな
ります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社
　証券代行部

電 話
お問合せ先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く ９：00～17：00）

各 種 手 続 
お 取 扱 店

（ 住 所 変 更、
株主配当金
受 取 方 法
の 変 更 等 ）

みずほ信託銀行株式会社
　本店及び全国各支店
＊‌�トラストラウンジでは、お取扱

できませんのでご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
株式会社みずほ銀行　本店及び全国各支店

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」
の郵便物送付先・電話お
問合せ先・各種手続お取
扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

単元未満株式買増・買取のご案内

　当社では、単元未満株式（１株から99株まで）の買増制度・買取制度を導
入しておりますので、ご利用ください。
　お手続の詳細は、上記記載のお取扱店にお問い合せください。

会社の概況（2023年９月30日現在） 株 主 メ モ

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード

①下記ＵＲＬにアクセス
②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・

いいかぶ 検索検索検索窓から

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。

7970

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、アンケートへのご協力を
お願いいたします。（所要時間は5分程度です）

株主の皆さまの声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選
で薄謝（QUOカードPay500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの
提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。 
https://www.link-cc.co.jp
● アンケートのお問い合わせ 「e -株主リサーチ事務局」
MAIL：info@e-kabunushi.com

〒100-0004
東京都千代田区大手町１-１-３
電話　（03）5288-8400
ホームページアドレス　https://www.shinpoly.co.jp/

株主総会資料の電子提供制度について
株主総会資料が、原則として「印刷物」から「ウェブサイト」でのご案内に変更となります。
会社法改正により、電子提供制度が開始され、従来郵送でご送付していた「招集ご通知」は、ウェブサイトにアクセスして
ご確認いただけるようになっております。
なお、同制度ではウェブサイトへのアクセス方法等を記載した通知書面及び議決権行使書は、原則書面にて送付いたします。
インターネットのご利用が困難な株主様など、継続して従来の「招集ご通知」について書面でのお受取りを希望される場合、
書面交付請求が必要となりますので、以下までご依頼ください。

書面交付請求の受付期限 定時株主総会の基準日（毎年３月31日）

書面交付請求のご依頼先 みずほ信託銀行　証券代行部

0120-524-324　（受付時間　平日９：00～17：00）


